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は
じ
め
に

華
僑
・
華
人
研
究
は
、
そ
の
研
究
体
制
の
特
性
が
ゆ
え
に
、
歴

史
、
経
済
、
政
治
、
文
化
、
す
べ
て
を
包
括
的
に
理
解
す
る
こ
と
を

求
め
、
加
え
て
、
地
理
的
に
も
、
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
、
ア
メ
リ
カ

と
、
特
定
の
国
／
地
域
を
越
え
て
、
広
域
的
に
理
解
す
る
こ
と
を
強

要
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
華
僑
・
華
人
研
究
は
、
異
な
る
学
問
分
野

を
、
そ
し
て
異
な
る
地
域
の
研
究
を
架
橋
す
る
、「
架
橋
」
研
究
で

も
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
き
た
（
濱
下 

二
〇
〇
六
）。
本
特
集
の
共
通

テ
ー
マ
で
あ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」
が
、
広
域
の
世

界
の
つ
な
が
り
と
特
定
の
地
域
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
架
橋
す
る
研
究

の
と
り
く
み
で
あ
る
な
ら
ば
、
華
僑
・
華
人
研
究
は
畢
竟
、「
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
各
大
学
が

地
域
研
究
と
国
際
政
治
の
両
者
を
包
括
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
」
を
研
究
、
そ
し
て
教
育
の
中
心
課
題
に
す
え
る
と
い
う

こ
と
は
、
華
僑
・
華
人
研
究
に
と
っ
て
は
こ
れ
ま
で
の
蓄
積
を
活
か

し
、
新
た
な
研
究
を
先
導
す
る
好
機
に
他
な
ら
な
い
。

華
僑
・
華
人
研
究
が
「
架
橋
」
研
究
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
れ

ま
で
研
究
対
象
が
求
め
る
枠
組
み
の
幅
と
、
個
々
の
職
業
分
化
し
た

学
問
の
枠
組
み
と
の
間
に
は
、
し
ば
し
ば
緊
張
感
が
生
じ
て
い
た
。

た
と
え
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
紆
余
曲
折
を
経
て
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
右

腕
と
な
っ
て
タ
ヒ
チ
に
落
ち
着
く
こ
と
と
な
っ
た
華
僑
の
研
究
や
、

中
央
ア
ジ
ア
、
イ
ン
ド
へ
と
そ
の
投
資
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
広
げ

な
が
ら
も
自
国
の
政
治
に
関
与
す
る
二
代
目
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
華
僑
企

業
家
の
研
究
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
れ
ば
、
既
存
の
東
南
ア
ジ
ア
地

域
研
究
や
、
東
洋
史
、
美
術
史
、
経
営
学
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
研

第
Ⅱ
部 

東
南
ア
ジ
ア
を
め
ぐ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
と
地
域
研
究

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
と

東
南
ア
ジ
ア
華
僑
・
華
人
研
究

相
沢
伸
広
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究
枠
組
み
に
窮
屈
な
思
い
を
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

な
が
ら
、
他
方
で
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
、
国
際
政
治
、
と
り
わ
け

リ
ア
リ
ズ
ム
の
研
究
と
し
て
収
ま
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
と
は
い
え

な
い
だ
ろ
う
。
華
僑
・
華
人
研
究
の
な
か
で
、
と
り
わ
け
中
国
と
華

僑
の
関
係
、
関
係
史
に
つ
い
て
は
厚
い
研
究
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の

研
究
が
広
く
中
国
を
め
ぐ
る
国
際
政
治
に
お
い
て
大
き
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
残
し
て
き
た
と
は
い
ま
だ
言
い
難
い
。
と
り
わ
け
、
国
際
政
治

に
お
け
る
リ
ア
リ
ズ
ム
の
分
析
は
、
意
図
的
に
も
っ
ぱ
ら
の
分
析
ア

ク
タ
ー
と
し
て
政
府
お
よ
び
国
家
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
が
ゆ
え

に
、
華
僑
・
華
人
研
究
が
国
際
政
治
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
中
国
を

め
ぐ
る
国
際
政
治
に
お
い
て
根
幹
を
成
す
こ
と
も
な
か
っ
た
。

華
僑
・
華
人
研
究
は
か
く
し
て
、
地
域
研
究
の
な
か
に
収
ま
り
き

れ
ず
、
国
際
政
治
の
よ
う
な
学
問
領
域
に
も
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

残
し
き
れ
ず
、
華
僑
・
華
人
研
究
と
い
う
緩
や
か
な
受
け
皿
を
求
め

て
き
た
。
華
僑
・
華
人
を
研
究
す
る
者
は
そ
の
内
容
に
応
じ
て
、
時

に
歴
史
研
究
者
と
し
て
、
地
域
研
究
者
と
し
て
、
ま
た
は
政
治
学
、

社
会
学
、
人
類
学
者
と
し
て
、
執
筆
す
る
論
文
や
発
表
す
る
場
に
応

じ
て
、
看
板
を
併
用
し
て
き
た
の
だ
が
、
現
在
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス

タ
デ
ィ
ー
ズ
」
と
い
う
言
葉
が
研
究
組
織
の
看
板
と
し
て
日
本
で
成

立
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
、
華
僑
・
華
人
研
究
に
と
っ
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
華
僑
・
華
人
研
究
と
い
う
言
葉
を
よ
り
広
い
器
の

な
か
に
、
移
し
替
え
る
契
機
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
編
者
よ
り
要

請
さ
れ
た
華
僑
・
華
人
研
究
と
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」

に
つ
い
て
の
問
い
を
考
え
る
な
ら
ば
、
今
後
、
よ
り
広
い
器
の
な
か

で
、
華
僑
・
華
人
研
究
が
果
た
し
て
新
た
な
学
問
上
の
飛
躍
を
遂
げ

ら
れ
る
の
か
、
ま
た
、
華
僑
・
華
人
研
究
が
、
元
来
そ
の
性
質
か
ら

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
後
の

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」
の
知
的
な
魅
力
を
左
右
す
る
柱

と
な
る
の
か
、
考
察
す
る
必
要
が
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
が
、

こ
う
し
た
問
い
に
対
す
る
議
論
の
端
緒
と
な
る
こ
と
を
願
う
。

ま
ず
は
、
以
下
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
華
僑
・
華
人
が
ど
の
よ
う

な
目
的
で
研
究
さ
れ
て
き
た
の
か
振
り
返
り
、
続
い
て
現
在
の
課
題

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
な
お
、
既
存
の
研
究
の
紹
介
に
つ
い
て

は
、
筆
者
の
専
門
で
も
あ
り
、
そ
し
て
華
僑
・
華
人
研
究
の
蓄
積
の

最
も
厚
い
、
現
在
の
東
南
ア
ジ
ア
地
域
と
関
連
し
た
も
の
に
偏
る
こ

と
を
予
め
断
っ
て
お
き
た
い
。

Ⅰ
華
僑
・
華
人
は
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な

目
的
で
研
究
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か

１
近
代
史
理
解
の
た
め

華
僑
・
華
人
研
究
の
第
一
の
目
的
は
、
植
民
地
期
以
前
の
い
わ
ゆ

る
欧
米
諸
国
、
ま
た
日
本
の
公
文
書
に
よ
る
記
録
が
充
実
す
る
前
の

時
代
、
植
民
地
期
以
前
を
対
象
と
す
る
歴
史
研
究
に
お
い
て
、
当
時
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の
さ
ま
ざ
ま
な
国
家
、
権
力
、
そ
し
て
地
域
秩
序
を
理
解
す
る
う
え

で
華
僑
・
華
人
は
重
要
な
ア
ク
タ
ー
と
し
て
研
究
さ
れ
た
。
こ
こ
で

は
、
こ
の
時
代
の
広
域
の
秩
序
形
成
の
主
因
と
し
て
商
業
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
注
目
さ
れ
、
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
ヒ
ト
、

モ
ノ
、
文
化
の
「
移
動
」
の
理
解
に
つ
い
て
華
僑
自
身
の
帳
簿
や
手

記
、
旅
行
記
や
各
王
国
の
資
料
、
中
国
の
海
関
な
ど
の
中
国
語
の
資

料
を
通
じ
て
、
全
貌
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
っ
た
。
広
域
地
域
を
移

動
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
の
う
ち
、
華
僑
・
華
人
は
代
表
的
な
移
動

す
る
人
で
あ
る
が
ゆ
え
に
彼
ら
の
動
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、

歴
史
家
に
と
っ
て
の
大
き
な
研
究
目
的
で
あ
り
、
成
果
で
あ
っ
た
。

（Reid &
 Rodgers 2001 ; T

agliacozzo 2011 ; 

濱
下 

一
九
九
七
）

２
植
民
地
経
営
の
た
め

華
僑
・
華
人
研
究
の
第
二
の
目
的
は
、
植
民
地
経
営
の
た
め
で
あ

り
、
ま
た
植
民
地
国
家
・
時
代
の
理
解
の
た
め
で
あ
っ
た
。
植
民
地

政
府
や
東
イ
ン
ド
会
社
な
ど
が
植
民
地
経
営
の
た
め
に
、
既
存
の
経

済
構
造
や
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
理
解
し
、
把
握
す
る
た
め
に
華

僑
・
華
人
は
き
わ
め
て
重
要
な
調
査
、
研
究
対
象
で
あ
っ
た
。「
東

イ
ン
ド
」「
南
洋
」
に
派
遣
さ
れ
た
官
僚
や
会
社
員
は
、
既
存
の
商

業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ど
こ
に
存
在
し
、
ど
の
よ
う
な
仕
掛
け
で
機
能

し
て
い
る
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
多
く
の
調
査
報

告
書
を
残
し
た
（Furnivall &

 Graeff 1939 ; 

台
湾
銀
行
総
務
部
調

査
課 

一
九
一
四 ; 

陳
・
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
東
亜
経
済
調
査
局 

一

九
三
九 ; 

東
亜
研
究
所
・
東
亜
研
究
所
第
一
調
査
委
員
会 

一
九
三
九 ; 

滿
鐵
東
亞
經
濟
調
査
局 

一
九
三
九
―
一
九
四
一
）。

ま
た
、
植
民
地
経
営
に
と
っ
て
死
活
問
題
で
あ
っ
た
の
は
人
口
管

理
と
人
材
活
用
で
あ
っ
た
。
植
民
地
経
営
に
よ
る
急
速
な
人
口
構
成

の
変
化
に
伴
い
、
植
民
地
経
営
上
、
華
僑
・
華
人
の
人
口
動
態
、
移

民
同
士
の
関
係
や
、
移
民
と
現
地
の
人
と
の
関
係
は
、
植
民
地
経
営

の
基
礎
を
成
す
社
会
要
因
で
あ
っ
た
。
植
民
地
官
僚
と
し
て
は
、
労

働
需
要
を
満
た
す
た
め
に
新
た
な
移
民
を
奨
励
し
つ
つ
も
、
最
小
限

の
コ
ス
ト
で
そ
れ
を
管
理
し
、
植
民
地
社
会
が
不
安
定
化
し
な
い
よ

う
、
新
た
な
移
民
が
反
植
民
地
運
動
の
運
動
員
に
転
化
し
な
い
よ

う
、
監
視
、
監
督
し
、
治
安
を
安
定
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
に
も
、
つ
ぶ
さ
に
華
僑
・
華
人
の
動
態
、
と
り
わ
け
エ
ス
ニ
シ

テ
ィ
や
宗
教
の
属
性
、
現
地
人
と
の
「
同
化
」
の
程
度
に
つ
い
て
把

握
す
る
必
要
が
あ
り
、
社
会
学
的
調
査
、
研
究
が
多
く
実
施
さ
れ

た
。
こ
の
結
果
、
複
合
社
会
と
し
て
の
植
民
地
社
会
の
特
徴
な
ど
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
っ
た
（Furnivall 1939 ; 

南
満
州
鉄
道
株
式
会

社
東
亜
経
済
調
査
局
・
岩
隈 

一
九
四
〇
）。

ま
た
、
後
世
に
は
植
民
地
官
僚
が
作
成
し
た
膨
大
な
公
文
書
、
記

録
を
用
い
た
研
究
が
行
わ
れ
、
近
代
国
家
形
成
、
端
的
に
は
植
民
地

国
家
の
理
解
の
た
め
に
、
華
僑
・
華
人
は
そ
の
手
が
か
り
を
示
す
重

要
な
研
究
対
象
と
な
っ
た
。
と
り
わ
け
一
九
世
紀
末
以
降
の
時
代
に

注
目
さ
れ
た
の
は
、
植
民
地
社
会
で
形
成
さ
れ
た
複
合
社
会
に
お
い
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て
、
植
民
地
政
府
と
植
民
地
社
会
の
間
を
仲
介
す
る
華
僑
・
華
人
の

役
割
で
あ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
の
国
家
形
成
に
お
い
て
、
華
僑
・
華
人

は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
が
と
く
に
研
究
さ
れ
た

（Rush 1990 ; Skinner 1957 ; 1958 ; T
rocki 1990

）。

３
独
立
の
政
治
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

政
治
理
解
の
た
め

次
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
革
命
や
一
九
一
一
年
の
辛
亥
革
命
な
ど
、
二

〇
世
紀
初
頭
の
ア
ジ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
時
代
を
迎
え
る
と
、

い
わ
ゆ
る
政
治
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
革
命

家
、
運
動
家
の
研
究
と
し
て
の
華
僑
・
華
人
研
究
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
孫
文
（
孫
中
山
、
孫
逸
仙
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
そ
こ
で
登
場
す
る
華
人
と
は
、
反
植
民
地
、
独
立
、
国
際
共
産

主
義
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
、
ま
た
こ
う
し
た
政
治
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
一
員
と
し
て
の
華
僑
・
華
人
で
あ
っ
た
。
彼
ら
を
対
象
と
す
る

研
究
の
中
心
的
な
分
析
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
そ
の
活
動
の
出
版
物

で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
彼
ら
が
執
筆
・
編
集
し
た
雑
誌
や
新

聞
、
小
説
や
手
記
、
手
紙
を
元
に
し
た
も
の
や
、
彼
ら
の
政
治
活
動

を
監
視
す
る
側
が
残
し
た
資
料
（
つ
ま
り
は
植
民
地
官
僚
の
残
し
た

ア
ー
カ
イ
ブ
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
駆
使
し
て
、
華
僑
・

華
人
が
果
た
し
た
、
広
い
意
味
で
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
ひ
い
て
は

今
日
に
い
た
る
国
民
形
成
に
お
け
る
役
割
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
研
究
が
行
わ
れ
た
（A

nderson 2005 ; Chirot &
 Reid 

1997 ; H
au &

 K
asīan 2011 ; 

後
藤
ほ
か 

二
〇
〇
二
）。
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
時
代
を
迎
え
る
こ
ろ
、
華
僑
・
華
人
は
、
ま
さ
に
そ
の
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
つ
な
が
り
を
通
じ
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
運
動

を
始
め
る
そ
の
最
前
線
、
ま
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
結
節
点
に
い
た
の

で
あ
っ
た
。

４
開
発
政
策
と
政
治
的
安
定

東
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
各
国
が
独
立
を
達
成
し
、
政
治
の
目
的

が
、
革
命
や
反
植
民
地
、
独
立
か
ら
、
経
済
開
発
、
生
産
性
の
政
治

へ
と
次
第
に
優
先
順
位
が
う
つ
る
と
、
次
第
に
各
国
の
経
済
成
長
の

核
と
な
る
資
本
家
の
研
究
と
し
て
の
華
僑
・
華
人
研
究
が
増
え
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
華
僑
・
華
人
資
本
家
の
経
済
的
成
功
の

理
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
研
究
上
の
意
義
に
な
り
、
と
り
わ

け
、
東
南
ア
ジ
ア
で
存
在
感
を
み
せ
る
大
企
業
グ
ル
ー
プ
に
焦
点
を

当
て
た
研
究
が
（
と
り
わ
け
日
本
で
）
研
究
の
中
心
と
な
っ
た

（Gom
ez &

 H
siao 2001 ; Suehiro 1996 ; 

佐
藤 

一
九
九
二 ; 

末
廣 

二
〇
〇
六 ; 

末
廣
・
南
原 

一
九
九
一
）。
ま
た
こ
う
し
た
大
資
本
家

と
開
発
の
時
代
の
政
治
家
と
の
関
係
の
権
力
関
係
に
つ
い
て
も
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
っ
た
（Robison 1986 ; 

白
石 

一
九
九
二
）。

そ
の
次
に
注
目
さ
れ
た
の
が
、
同
じ
よ
う
に
経
済
成
長
時
代
の
文

脈
で
あ
っ
て
も
、
大
資
本
家
の
話
で
は
な
く
、
都
市
中
産
階
級
の
台
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頭
の
文
脈
の
な
か
で
捉
え
ら
れ
る
華
僑
・
華
人
研
究
で
あ
っ
た
。
東

南
ア
ジ
ア
の
都
市
人
口
の
一
定
多
数
を
占
め
る
「
ニ
ュ
ー
リ
ッ
チ
」

と
し
て
の
華
僑
・
華
人
た
ち
の
新
た
な
消
費
性
向
、
政
治
志
向
に
つ

い
て
、
社
会
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
通
じ
て
、
研
究
が
進
ん
だ

（Robison et al. 1996 ; Shiraishi &
 Pasuk 2008

）。

５
台
頭
す
る
中
国
と
か
わ
る
東
ア
ジ
ア
国
際
関
係

独
立
や
革
命
と
い
っ
た
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
時
代
」
か
ら
「
開

発
の
時
代
」
に
か
け
て
研
究
の
主
た
る
関
心
軸
に
変
化
が
あ
っ
た
も

の
の
、
両
者
と
も
に
華
僑
・
華
人
は
同
じ
く
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
枠
で
研

究
さ
れ
て
い
た
。
研
究
上
の
枠
付
け
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
一
つ

の
大
き
な
要
因
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
前
例
の
な
い
ス
ケ
ー
ル

で
増
加
す
る
中
国
の
「
新
移
民
」
や
東
南
ア
ジ
ア
華
僑
の
「
再
移

民
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
経
済
的
、
政
治
的
に
台
頭
す
る
中
国
が

注
目
の
的
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
中
国
を
め
ぐ
る
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
の
な
か
で
、
華
僑
・
華
人
と
中
国
と
の
関
係
が
改
め
て
問

い
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（W

ang 1991 ; 

山
岸 

二
〇
〇
五 ; 

庄 

二
〇
〇
一
）。
具
体
的
に
は
一
九
七
〇
年
代
以
降
に
、
中
国
か
ら
米

国
や
欧
州
、
豪
州
に
移
住
し
た
華
僑
・
華
人
（
新
華
僑
）
が
そ
の
注

目
さ
れ
る
研
究
対
象
と
な
り
華
僑
・
華
人
研
究
、
と
り
わ
け
、
現
代

の
事
象
を
扱
う
華
僑
・
華
人
研
究
に
つ
い
て
は
、
東
南
ア
ジ
ア
以
上

に
欧
米
を
そ
の
対
象
地
と
す
る
も
の
が
急
増
し
た
。
そ
こ
で
は
、
移

住
し
た
あ
と
の
社
会
的
な
受
容
／
排
斥
の
問
題
に
つ
い
て
、
ト
ロ
ン

ト
や
バ
ン
ク
ー
バ
ー
、
メ
ル
ボ
ル
ン
や
シ
ド
ニ
ー
と
い
っ
た
新
華
僑

が
急
増
し
た
欧
米
の
街
の
文
化
的
変
容
が
大
き
な
研
究
対
象
と
な
っ

た
（Fong 2007 ; Skeldon 1994

）。

中
国
の
台
頭
、
移
住
人
口
の
規
模
の
拡
大
、
対
象
地
域
の
拡
大
を

通
じ
て
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
華
僑
・
華
人
を
対
象
と
す
る
華

僑
・
華
人
研
究
は
新
た
な
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
華
僑
・

華
人
を
通
じ
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
を
問
う
て
い
た
時
代
か
ら
、

華
僑
・
華
人
を
通
じ
て
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
を
問
う
研

究
潮
流
が
顕
著
で
あ
る
。
植
民
地
期
以
前
を
理
解
す
る
た
め
に
ト
ラ

ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
ト
ラ
ン
ス
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
な
も
の
を
理
解
す
る

た
め
に
、
華
僑
・
華
人
を
研
究
対
象
と
し
て
い
た
の
と
似
た
状
況
が

再
来
し
て
い
る
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
と
い
う
言
葉
に
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
華
僑
・
華
人
研
究
は

グ
ロ
ー
バ
ル
な
現
象
か
ら
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
現
象
、
そ
し
て
い
ま
、
再

び
グ
ロ
ー
バ
ル
な
現
象
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
焦
点
を
当
て
つ
つ

変
化
し
て
き
て
い
る
と
い
え
る
。

Ⅱ
華
僑
・
華
人
研
究
に
お
け
る

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
「
第
二
波
」

そ
れ
で
は
、
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
か
つ
て
の
植
民
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地
期
以
前
を
対
象
と
す
る
華
僑
・
華
人
研
究
と
ど
こ
が
異
な
る
の
だ

ろ
う
か
。
国
民
国
家
形
成
以
前
の
時
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
現
象
、
ま

た
そ
の
時
代
に
焦
点
を
当
て
た
華
僑
・
華
人
研
究
を
、
第
一
の
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
研
究
群
と
す
る
な
ら
ば
、
中
国
の
改
革
開
放

後
の
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
数
々
の

研
究
は
華
僑
・
華
人
の
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
の
第
二
の
波
に
よ
る
も
の

と
い
え
よ
う
。
で
は
、
以
上
の
第
一
と
第
二
の
波
の
間
に
は
ど
の
よ

う
な
違
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
点
を
簡
単
に
比
較
し
た
い
。

第
一
の
違
い
は
、
移
民
の
質
に
求
め
ら
れ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

文
脈
で
捉
え
ら
れ
る
華
僑
・
華
人
に
つ
い
て
と
り
わ
け
強
調
さ
れ
る

の
が
、
移
民
と
し
て
の
華
僑
・
華
人
で
あ
ろ
う
。
第
一
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
時
代
に
は
、
た
と
え
ば
福
建
省
や
広
東
省
に
お
け
る
経
済
的

困
窮
状
況
、
移
民
先
の
英
領
マ
ラ
ヤ
や
蘭
領
東
イ
ン
ド
、
米
国
や
豪

州
に
お
け
る
鉱
山
開
発
と
い
っ
た
労
働
需
要
、
そ
し
て
、
両
地
を
結

ぶ
航
路
や
そ
の
前
史
と
な
る
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
と
い
っ
た
ト

ピ
ッ
ク
が
注
目
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
共
通
す
る
前
提
は
、
移

民
の
理
由
は
あ
く
ま
で
経
済
的
な
も
の
で
あ
り
、
商
業
や
労
働
が
動

機
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
経
済
史
の
研
究
が
華
僑
・
華
人
研
究
の
最

大
の
柱
で
あ
っ
た
。
対
象
と
な
る
華
僑
・
華
人
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

青
年
壮
年
の
男
性
で
あ
り
、
移
民
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
移
住
と

は
、
一
生
に
一
度
か
二
度
の
こ
と
で
あ
り
、
ワ
ン
・
グ
ン
ウ
ー
の
有

名
な
定
義
に
よ
れ
ば
、「
一
時
的
な
仮
住
ま
い
」
を
意
味
す
る
華
僑

の
「
僑
」
と
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
三
世
代
を
指
す
。
こ
の
こ
と

は
、
当
時
の
移
動
手
段
が
船
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
れ
ば
、
納
得
が

い
く
で
あ
ろ
う
。
第
一
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
移
動
の
リ
ズ
ム

は
、
一
〇
年
、
百
年
の
単
位
を
意
味
し
て
い
た
。
第
二
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
を
対
象
と
す
る
華
僑
・
華
人
の
移
動
の

質
と
比
較
す
る
と
、
移
動
の
手
段
が
主
に
飛
行
機
に
変
わ
っ
て
い
る

と
い
う
以
上
に
、
ま
っ
た
く
異
な
る
動
機
、
性
別
・
年
齢
構
成
が
容

易
に
観
察
で
き
る
。
移
動
手
段
の
変
化
に
伴
い
、
移
動
の
リ
ズ
ム
は

短
縮
さ
れ
移
動
す
る
人
口
は
格
段
に
増
加
し
た
。
こ
の
第
二
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に
お
け
る
移
民
に
お
い
て
、
経
済
的
動
機
は
圧

倒
的
な
も
の
で
は
な
く
な
り
、
留
学
を
契
機
と
す
る
移
民
が
急
増
し

た
（Fong 2011 ; Louie 2004

）。
留
学
生
一
人
に
つ
き
、
そ
の
面

倒
を
み
る
母
親
、
さ
ら
に
は
そ
の
父
母
と
い
っ
た
形
で
、
同
一
家
族

の
な
か
で
連
鎖
的
に
移
民
す
る
ケ
ー
ス
も
急
増
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
動
機
、
契
機
が
留
学
で
あ
っ
た
場
合
、
留
学
生
と
そ
の
家

族
の
総
数
で
多
い
の
は
女
性
で
あ
り
、
年
齢
に
し
て
も
若
年
層
、
ま

た
老
年
層
が
増
え
た
。
移
民
の
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
も
、
留
学
を
動
機

と
す
れ
ば
二
年
や
四
年
が
多
く
、
多
く
の
場
合
は
一
〇
年
未
満
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
代
の
華
僑
・
華
人
に
と
っ
て
の
移
住
と
い
う

の
は
、
か
つ
て
の
よ
う
な
一
生
に
一
度
の
こ
と
で
は
な
く
、
ま
し
て

や
数
世
代
の
話
で
も
な
く
、
一
人
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
中
に
く
み

こ
ま
れ
た
移
住
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
現
在
の
航
空
事
情
を
前
提
に

す
れ
ば
、
夫
婦
の
一
人
が
香
港
で
、
も
う
一
人
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

平
日
は
勤
め
、
週
末
ご
と
に
会
う
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
珍
し
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く
は
な
い
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
は
父
親
が
会
社
経
営
を
す
る
傍
ら
、
妻

と
子
供
、
そ
し
て
父
母
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
い
う
ケ
ー
ス
も
ま
た
珍

し
く
は
な
い
。
時
間
距
離
が
革
命
的
に
短
縮
し
た
こ
と
で
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
移
動
の
問
題
は
大
き
く
変
化
し
た
の
で
あ
り
、
第
一
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
時
代
と
第
二
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
華
僑
・
華
人
移

民
と
で
は
、
同
じ
よ
う
に
長
距
離
の
物
理
的
移
動
を
し
た
と
し
て
も

国
籍
な
ど
の
社
会
的
属
性
に
つ
い
て
も
、
移
動
し
て
い
る
言
語
的･

社
会
的
空
間
に
つ
い
て
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
（O

ng 1999 ; 
O

ng &
 N

onini 1997 ; 

白
石
・
ハ
ウ 
二
〇
一
二
）。

二
つ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
に
つ
い
て
の
第
二
の
違
い
は
、
中
国

そ
の
も
の
の
違
い
で
あ
る
。
華
僑
・
華
人
研
究
の
中
に
お
い
て
、
中

国
は
常
に
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
。
中
国
こ
そ
が
、
華
僑
の
輩
出
元

（
僑
郷
）
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
と
く
に
歴
史
研
究
と
し
て
の
華
僑
・

華
人
研
究
で
は
、
中
国
は
分
析
の
始
点
と
な
っ
て
き
た
。
こ
の
点
は

た
と
え
東
南
ア
ジ
ア
華
人
の
再
移
民
の
問
題
が
新
た
な
研
究
課
題
と

し
て
注
目
さ
れ
る
現
在
も
、
基
本
的
に
は
変
わ
ら
な
い
。
た
だ
、
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、
華
僑
・
華
人
を
理
解
す
る
視
座
の

始
点
と
し
て
の
中
国
と
は
具
体
的
に
は
い
っ
た
い
中
国
の
ど
こ
を
、

何
を
指
し
て
い
る
の
か
と
い
う
点
が
研
究
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る

と
い
う
点
で
あ
る
。
第
一
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
を
対
象
と
す
る

華
僑
・
華
人
研
究
に
お
い
て
は
、
中
国
と
は
な
に
よ
り
も
、
福
建
省

と
広
東
省
の
僑
郷
で
あ
っ
た
。
華
僑
輩
出
地
域
は
中
国
全
土
に
広

が
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
二
省
に
圧
倒
的
に
集
中
し
て
い

た
。
し
た
が
っ
て
当
時
の
中
国
と
華
僑
の
移
住
先
と
の
関
係
を
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
捉
え
る
場
合
、
必
要
な
中
国
の
理
解
は
な
に
よ

り
も
こ
の
華
南
地
域
（
広
東
省
、
福
建
省
に
加
え
、
浙
江
省
の
一
部
、

海
南
島
も
含
む
）
に
つ
い
て
の
理
解
で
あ
り
、
そ
の
出
身
地
と
移
民

先
を
結
ぶ
同
郷
会
館
等
の
組
織
、
関
係
に
つ
い
て
の
理
解
で
あ
っ

た
。
な
に
よ
り
も
移
民
を
多
く
輩
出
す
る
華
南
地
域
の
社
会
経
済
、

そ
し
て
文
化
的
な
背
景
を
理
解
し
、
僑
郷
と
華
僑
を
「
つ
な
ぐ
も

の
」
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
華
僑
・
華
人
研
究
に
お
い

て
中
国
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
時
に
は
、
福
建
省
、
広
東
省

と
い
う
省
の
単
位
で
す
ら
粗
く
、
台
山
、
香
山
、
潮
州
、
福
清
、
と

い
う
よ
り
小
さ
な
地
理
単
位
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
華
僑
と
の
つ
な
が
り

が
研
究
さ
れ
て
き
た
（H

su 2000

）。

そ
れ
に
対
し
て
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
現
在
の
華
僑
・
華
人
研
究

に
お
い
て
中
国
を
理
解
す
る
こ
と
は
中
国
の
中
で
も
は
る
か
に
広
い

地
域
の
理
解
が
求
め
ら
れ
る
。
急
増
す
る
留
学
移
民
に
つ
い
て
考
え

る
な
ら
ば
そ
の
輩
出
元
は
地
理
的
に
は
中
国
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の

大
都
市
が
射
程
に
入
る
だ
ろ
う
。
交
通
事
情
が
変
わ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
か
つ
て
の
よ
う
に
、
華
南
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
へ
と
い
う
、
海
路

を
前
提
と
し
た
つ
な
が
り
は
な
く
な
り
、
空
路
で
つ
な
が
れ
ば
、
中

国
の
ど
こ
か
ら
で
も
簡
単
に
移
住
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
成
都
か

ら
シ
ド
ニ
ー
、
昆
明
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
北
京
か
ら
シ
カ
ゴ
と

い
っ
た
、
第
一
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た

ル
ー
ト
が
増
え
て
い
る
。
華
僑
・
華
人
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
関
係
に
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お
い
て
、
中
国
は
欠
か
す
事
の
で
き
な
い
地
理
的
分
析
対
象
で
あ
る

が
、
第
一
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
第
二
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
は
、
同
じ

中
国
で
も
そ
こ
に
は
似
て
非
な
る
中
国
、
端
的
に
言
え
ば
、
中
国
＝

華
南
か
ら
中
国
＝
全
土
へ
の
広
が
り
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

い
え
る
。
加
え
て
、
た
と
え
同
じ
地
理
的
空
間
、
つ
ま
り
福
建
省
や

広
東
省
か
ら
の
現
代
の
移
民
だ
と
し
て
も
、
そ
の
動
機
や
移
住
の
手

法
も
ま
た
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
（Y

ow
 2013

）。
華
僑
・
華
人
研

究
は
、
現
代
の
こ
の
第
二
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
通
じ
て
そ
の
対
象
範

囲
を
大
き
く
広
げ
て
い
る
途
上
に
あ
る
。
か
つ
て
の
よ
う
に
、
華
南

と
東
南
ア
ジ
ア
の
リ
ン
ク
が
地
理
的
に
広
域
な
つ
な
が
り
と
し
て
他

の
事
例
を
量
の
う
え
で
凌
駕
し
て
い
た
時
代
は
も
は
や
終
わ
っ
て
い

る
。
移
民
の
出
発
地
も
、
目
的
地
も
、
そ
し
て
移
動
の
目
的
そ
の
も

の
も
第
二
の
波
に
お
い
て
は
第
一
に
比
べ
て
多
様
化
し
た
。
し
た

が
っ
て
研
究
の
視
点
も
ま
た
、
現
代
に
お
い
て
は
急
速
に
広
げ
ざ
る

を
え
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
う
し
た
実
態
状
況
に
鑑
み
れ
ば
、
否
が

応
で
も
、
華
僑
・
華
人
研
究
は
い
ま
ま
さ
に
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
と
い
う
枠
を
最
大
限
活
用
し
て
、
再
構
築
す
る
必
要
が
生

じ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

華
僑
・
華
人
研
究
に
と
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の

広
が
り
は
、
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
二
重
の
意
味
で
望
ま
し
い
現
象

で
あ
る
と
い
え
る
。
第
一
に
、
従
来
型
の
華
僑
・
華
人
研
究
に
と
っ

て
、
と
り
わ
け
、
広
域
の
経
済
史
や
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
研
究
と
し
て
の

華
僑
・
華
人
研
究
を
進
め
る
タ
イ
プ
の
研
究
者
に
と
っ
て
、
既
存
の

制
度
的
制
約
を
取
り
除
き
よ
り
大
き
な
器
の
な
か
に
研
究
枠
組
み
を

埋
め
込
む
好
機
だ
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
と
い
う
枠
は
、
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
華
僑
・
華

人
そ
の
も
の
を
め
ぐ
る
環
境
の
変
化
を
正
面
か
ら
研
究
す
る
場
と
な

る
か
ら
で
あ
る
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
六
〇
年

代
に
か
け
て
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
華
僑
・
華
人
を
研
究
し
て
い
た
な

ら
ば
、
東
南
ア
ジ
ア
研
究
と
い
う
枠
で
ほ
ぼ
十
分
な
枠
組
み
、
土
台

作
り
が
可
能
で
あ
っ
た
状
況
か
ら
、
仮
に
二
〇
〇
〇
年
代
、
二
〇
一

〇
年
代
の
華
僑
・
華
人
の
研
究
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
の
対
象
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
空
間
的
に
、
地
理
的
に
広
が
っ
た
た
め
、
た
と
え

ば
米
国
、
豪
州
、
ア
フ
リ
カ
、
日
本
な
ど
を
射
程
に
い
れ
た
、
東
南

ア
ジ
ア
で
も
東
ア
ジ
ア
で
も
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
枠
組
み
を
持
つ

必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
従
来
と
異
な
り
、
こ
の
広
が
り

を
結
び
つ
け
る
「
中
国
的
な
も
の
」
が
も
は
や
存
在
し
な
い
、
も
し

く
は
き
わ
め
て
分
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
変
化
で

あ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
華
人
と
し
て
生
ま
れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
教

育
を
う
け
、
米
国
で
就
職
し
、
台
湾
人
と
結
婚
す
る
よ
う
な
世
代
の

「
華
僑
」
は
言
語
空
間
で
言
え
ば
、
ず
っ
と
英
語
の
世
界
の
住
人
で

あ
り
つ
づ
け
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
「
ア
ン
グ
ロ
チ
ャ
イ
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ニ
ー
ズ
」
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
、「
中

国
的
な
も
の
を
」
そ
こ
に
見
出
そ
う
と
し
て
も
、
も
は
や
焦
点
が
実

態
と
ず
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
（
白
石
・
ハ
ウ 

二
〇
一
二
）。

そ
の
意
味
で
、
特
定
の
地
域
に
と
ら
わ
れ
な
い
非
国
家
ア
ク
タ
ー

で
あ
る
華
僑
・
華
人
を
研
究
す
る
に
当
た
り
、
地
域
研
究
で
も
国
際

政
治
で
も
な
く
、
そ
の
双
方
を
包
摂
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
の
登
場
は
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
ま
さ
に
華
僑
・
華
人

研
究
に
と
っ
て
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
い
え
よ
う
。

一
方
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
に
と
っ
て
、
華
僑
・
華

人
研
究
が
そ
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に
は
ど
の
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ

る
だ
ろ
う
か
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
特
色
は
な
に
よ
り

も
、
そ
の
地
理
的
空
間
の
広
が
り
を
自
由
自
在
に
伸
縮
さ
せ
ら
れ
る

点
に
あ
る
。
で
は
弱
点
は
な
に
か
。
そ
れ
は
、
時
間
的
な
比
較
の
軸

を
取
り
に
く
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
時
間
的
な
変
化
を
見
極
め
る
た

め
に
は
、
ど
う
し
て
も
、
地
理
的
な
枠
を
限
定
す
る
必
要
が
生
じ

る
。
た
と
え
ば
特
定
の
国
、
特
定
の
都
市
、
と
い
っ
た
地
理
的
な
焦

点
を
さ
だ
め
る
こ
と
で
、
通
常
は
時
間
軸
上
の
比
較
が
可
能
と
な

る
。
こ
れ
は
地
域
研
究
が
得
意
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
よ
う
に
、
空
間
の
広
が
り
を
捉
え

る
優
れ
た
点
を
活
か
し
つ
つ
、
実
際
に
何
が
新
し
く
何
が
新
し
く
な

い
の
か
を
見
極
め
る
時
間
的
な
比
較
の
軸
を
設
定
す
る
手
法
を
確
保

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
地
域
研
究
の
蓄
積
を
活
用
す
る
こ
と
が
分
析
力

を
高
め
る
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
。
こ
う
し
た
地
域
研
究
的
な
手
法

と
、
特
定
の
地
域
を
越
え
る
分
析
の
両
者
に
長
け
た
華
僑
・
華
人
研

究
は
ま
さ
に
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
長
所
を
活
か
し
、
短

所
を
補
う
役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で

の
華
僑
・
華
人
研
究
の
蓄
積
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
に

と
っ
て
は
、
大
き
な
柱
を
形
成
す
る
力
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
中
で
、
移
民
研
究
は
き
わ
め
て

大
き
な
研
究
の
柱
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
っ
た
と
き
に
も
、
同

じ
移
民
で
も
華
僑
・
華
人
に
は
時
代
、
空
間
を
越
え
て
、
豊
か
な
研

究
業
績
が
あ
る
。
空
間
的
に
も
、
移
民
先
は
全
世
界
に
広
が
り
、
移

民
の
主
体
も
、
若
年
男
性
か
ら
老
年
女
性
ま
で
幅
広
い
（Li 

2006

）。
時
代
と
し
て
、
植
民
地
時
代
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
時
代
、

そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
、
も
し
く
は
交
通
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
お
い

て
、
帆
船
の
時
代
か
ら
蒸
気
船
、
鉄
道
、
道
路
、
そ
し
て
飛
行
機
の

時
代
と
、
あ
ら
ゆ
る
形
で
の
時
間
比
較
を
可
能
と
す
る
事
例
が
あ

る
。
移
民
の
目
的
も
、
労
働
や
貿
易
、
就
業
、
留
学
、
と
実
に
多
様

性
に
富
ん
で
い
る

こ
う
し
て
す
べ
て
の
時
間
、
空
間
比
較
を
行
う
う
え
で
、
華
僑
・

華
人
は
研
究
対
象
を
提
供
す
る
。
モ
ノ
で
は
な
く
、
ヒ
ト
を
研
究
す

る
う
え
で
、
こ
れ
だ
け
の
広
が
り
を
も
つ
研
究
を
蓄
積
し
て
き
た
研

究
分
野
は
他
に
は
み
ら
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス

タ
デ
ィ
ー
ズ
が
、
理
論
的
な
進
化
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
華
僑
・

華
人
研
究
が
こ
れ
ま
で
生
み
出
し
て
き
た
果
実
を
活
か
さ
な
い
手
は

な
い
。
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華
僑
・
華
人
研
究
に
と
っ
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
、

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
に
と
っ
て
の
華
僑
・
華
人
研
究
双
方

に
と
っ
て
、
両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
学
問
的
発
展
を
目
指
す
な
ら
ば
以

上
の
よ
う
に
両
者
が
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と

が
欠
か
せ
な
い
。
今
後
、
こ
の
点
の
理
解
が
深
ま
り
、
そ
の
う
え
で

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
互
い
に
活
か
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
、
華
僑
・
華
人
研
究
、
互
い
の
発
展
を
左
右

す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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